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西部南側西区 石室検出状況 (南東から)
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日本の古代を考える言葉に、銅繹文化圏と銅矛・銅式圏というのがあり西日本の東西に分

布しているのはよく知られたことであります。しかし、数年前に島根県神庭荒神谷遺跡で大

量の銅剣・銅矛が、また、加茂岩倉遺跡で大量に埋められた鋼鐸が出土したのはご存 じのこ

とと思Iヽ ます。

さらに、佐賀県の吉野ヶ里遺跡で小銅鐸や鳥栖市の安永田遺跡からは銅繹の鋳型が発見さ

れるなど、九州からも小ぶりとはいえ銅鐸の姿が見られ、上記の文化圏の色分けや時代の後

先・伝搬の由来については、必ずしも明らかでありません。

わたしたちのまち茨木市も、東奈良遺跡から出土した鋼鐸の鋳型や小鋼鐸が発見されるな

ど鋼鐸文化圏に属していたと考えられます。また、その鋳型と同摘の銅鐸が豊岡市気比 3号

銅鐸、豊中市原田神社銅鐸、香川県善通寺市我拝師山銅繹で見られるのも興味のあるところ

であります。

その他全国の鋼鐸にも一部「兄弟」関係があることも判明しており、この時代を画する出

来事の一つと考えられますが、なぜかその後銅鐸については一切歴史の記述からは姿を消 し

てしまいます。

これらの地中の遺物が出土されたのは、開発事業に伴う発掘調査によるものであることは

いうまでもありません。古代の歴史を考えるうえでこれらの貴重な遺物を残し継承 していく

ことは、大切なことと考えています。

この冊子は、平成16年度に行った発掘調査についてその概略について述べたものです。

調査にあたって、惜 しみのないご協力をいただきましたご関係の皆様に深く感謝するとと

もに、今後とも本市の埋蔵文化財の保存・保護によリー層の温いご理解とお力添えを賜 りま

すようお願い申しあげます。

平成17年 3月 31日

茨 木 市 教育 委 員会

教育長  大 橋 忠 雄

めじは
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例 曇一日

1。 この概報は、茨木市教育委員会が平成16年度に実施 した発掘調査事業報告です。

2.本書に使用した地図は「茨木市地域計画図-1/2,500」 です。

平成 16年度 埋蔵文化財発掘調査の概要

1日 平成16年度発掘調査

茨木市における平成16年度の発掘件数は11件で、埋蔵文化財確認試掘・立会調査件数は229件

ありました。発掘調査原因の事業別件数は、民間事業10件、公共事業 1件です。公共事業は、

コミュニティセンターの建設で、民間事業では共同住宅建設工事や宅地造成工事などでした。

発掘調査件数は前年とほぼ同数で、確認試掘・立会調査件数もほぼ同数です。社員寮の売却

や民間工場研究所などの民間企業の土地の売却が進み、交通の利便性や公共施設の充実等から

か大規模な共同住宅の開発が顕著にみられ、北部丘陵の彩都も入居が始まっています。

2.平成 16年度発掘調査における主要な調査の概要

平成16年度において茨木市教育委員会が実施した発掘調査のなかで、注目される調査は東奈

良遺跡の調査があげられます。

東奈良遺跡は、昭和48年から翌年にかけて銅繹を鋳造していた鋳型やふいごの羽口等が出土

し、平成11年には東奈良土地区画整理事業に伴い、都市計画道路と区画道路部分の発掘調査に

より舌のついた朝鮮半島系とみられる小銅待が溝底から出土しました。この調査は平成12年ま

での長期に渡って実施され、報告書「東奈良一東奈良土地区画整理事業に伴う発掘調査概要報

告―」が千U行 されました。

平成14年から道路以外の換地に民間の開発がはじまり、共同住宅や保育所 。老人福祉施設な

どが計画され、平成16年 も共同住宅建設工事に伴う発掘調査が実施されました。

この概報にその一端を記載していますが、今後の調査も見込まれ、この東奈良遺跡の環濠集落

としての全体像が明らかにされるものと考えられます。

耳原遺跡の調査では、丘陵地の西端部分で横束式石室が新たに発見されました。小規模では

ありますが側壁石が石室内に落ち込んでいて天丼石はなくなっています。

石室内から金製冠やガラス小玉等が検出され、耳原西古墳と名付け、耳原古墳・鼻摺古墳と

東西に並ぶ古墳群の様相が判明しました。
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平成16年度 埋蔵文化財発掘調査 一覧表

No 遺 跡 名 調査位置 調査期間 調査面積 調 査 内 容 調査原因

1 東奈良遺跡
東奈良三丁 目

125。 126
15.11,12´ -16.1.29 496ポ

弥生時代 古墳時代

奈良時代 中世 近世
石器 弥生土器
土師器 須恵器

陶磁器 金属器 木器 獣骨

共同住宅建設

東奈良遺跡
東奈良三丁 目

114・ 115
16.3.23´ヤ16.6.9 532だ

弥生時代 古墳時代 弥生
前期還壕 弥生前期～中期、
古墳時代前鋼初頭の溝
土拡 落込み ピット多数
弥生土器 土師器 木製品
動物遺体 石製品等

共同住宅建設

東奈良遺跡
東奈良三丁 目

127
16.3.24´ -16.6.1 5491ド

弥生時代 古墳時代

溝 柱穴

弥生土器 土師器

須恵器

共同住宅建設

4 耳原遺跡 耳原三丁目地内 16.6.4´ヤ16.10.12 7,517だ

古墳時代 飛鳥時代

円墳 (後期古墳 )

方墳 ? 溝 柱穴 土拡

円筒埴輪 ガラス小玉

宅地造成

5 牟礼東遺跡 寺田町21他 16.5。 21´ψ
16.5。27 106∬

中世

溝 柱穴
土師器 瓦器

共同住宅建設

6 東奈良遺跡
天王二丁 目

211-1
16.5。 24´ヤ16.6.2 65∬

弥生時代 中世

水田遺構 ?牛足跡
ガラス玉

共同住宅建設

7 総持寺遺跡
三島丘一丁 目

261-11日
16.5.24～ 16.6.11 1,862∬

古墳時代 飛鳥時代

奈良時代 平安時代

中世 古墳時代の竪穴住居

跡 6棟 飛′ミ～奈良時代の

建物跡

中世の建物跡 柱列 墓坑
土師器 須恵器 陶磁器

宅地造成

8 耳原遺跡 耳原三丁目地内 16.7.21々ヤ16.8.24 525∬

中世
土取痕 土坑 ピット

溝 風倒木
土師器 須恵器

陶磁器

給排水施設

移設

9 東奈良遺跡
東奈良三丁 目

111
16.6.4´-16.8.20 532ぽ

弥生時代 古墳時代
土拡 溝

柱穴

弥生土器 土師器 須恵器

共同住宅建設

10 宿久庄遺跡
藤の里二丁目
455-21色

16.8.23´ -16.11.29 502ド
中世

弥生土器 土師器

コミュニティ
センター建設

春日遺跡 春日三丁目120 16.11.8々-16.12.8 396∬

弥生時代 古墳時代

中世

自然流路 溝

弥生土器 土師器

須恵器

共同住宅建設

12 春日遺跡
春 日一丁目

85-1他
17.3.2´ -17.3.15 119ド

古墳時代、飛鳥・奈良時代

平安時代、中世
土拡、溝、柱穴、耕作溝

石器、土師器、須恵器

陶磁器

共同住宅建設

No12についての報告は後日とします。



束 奈 良 遺 跡

所 在 地 茨木市東奈良三丁目125。 126

調査原因 共同住宅建設事業

調査期間 平成15年11月 12日 ～平成16年 1月 29日

調査面積 496ぽ

調査担当 黒須 靖之

調査結果

東奈良遺跡は茨木市南部の標高 6～ 8mの沖積平野上に位

置 し、地形的に北西から南東方向に向かって緩やかな傾 きを

持っている。南北約1.2k皿 、東西約 l kmの 遺跡範囲で弥生前

期の製点的集落として周知 されている。近年、東奈良土地区

画整理事業に伴 う区画道路部分の発掘調査が実施 されてから、

この区画内の換地部分の調査が増加 しており、今回の調査も換地区画内に共同住宅を建築するた

め事前に発掘調査を実施 したものである。

今回の調査では主に古代～中世を主体とする面、弥生時代前期後半から古墳時代前期を主体と

する面及び弥生時代前期を主体とする地山面の 3面で遺構検出および精査を行った。

検出遺構

今回検出された主な遺構は以下のとおりである。古代～中世面では井戸や溝、土拡が検出され

た。調査区北及び西側では中世の南北方向の溝および条里制に伴 うと思われる鋤溝を多数検出し

た。これらの耕作溝はN4° Eでやや東にふれるが、ほぼ東西南北を基調とし条里制区画を意識

していることが窺える。次に弥生時代前期後半～古墳時代前期を主体とした面では、弥生時代後

期～古墳時代初頭 (庄内併行期)の円形周溝 (S D 522)・ 弥生時代中期の環壕 (S D502)、 井戸

3基、土拡53基、溝約20条、柱丈約2,300口 を精査 している。また、弥生時代前期を主体とする

地山面でも環壕 2条 (S D502-B・ S D515-B)、 井戸 2基、土拡 7基、溝約10条、柱穴約800口

を精査 している。

基本層序

調査区の基本層序は検出面の I層からⅥ層まで大別される。L層が表土で0.5～ 0.85mの 現代の

盛土及び耕作土である。 I層は灰黄褐色シル ト質埴土を含み、層厚 0。 05～ 0。 15mを 測 り古代～中

世の遺物包含層である。 I層上面では古代～中世 (第 1面)の遺構検出を行っている。Ⅱ層は黒

褐色土ににぶい黄褐色シル トや褐灰色粘土ブロックを含み、層厚0.05～ 0。3mを測る。弥生時代後

期～古墳時代前期の遺物包含層である。Ⅲ層は黒褐色土に暗褐色シル トと黄褐色粘土ブロックを

含み、層厚0.15～ 0.25mを 測 り弥生時代中期の遺物包含層である。Ⅳ層は黒褐色土に黄橙色粘土

を層状に含み、層厚0.05～ 0。 15mを測 り弥生時代前期後半～中期初頭の構築土 (地業)である。こ

幡
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のⅣ層上面で弥生時代前期後半～古墳時代 (第 2面)の遺構検出を行っている。V層はにぶい黄

褐色粘土に明黄褐色粘土を含み、層厚0.1～ 0.2mを 測 り弥生時代前期の遺物包含層である。Ⅵ層

は明黄褐色粘上の地山でⅥ層上面で弥生時代前期 (第 3面)の遺構検出を行っている。最終面の

検出面の標高はおよそT.P.7m前後である。 S D522は Ⅱ層下面、 S D502・ 515は Ⅲ層下面、SD

601は V層下面から掘 り込まれている。

出土遺物

出土 した遺物は遺物収納コンテナに換算 して約675箱に及び、その種類と内訳は蓋・壷・甕・鉢、

高邪・器台・水差 し ,ミ ニチュアなどの弥生土器や土製品、石鏃や石槍・石包丁・削器・磨製石

斧・砥石・敲石・石皿などの石器類、獣骨を中心とした骨類、板材の木器、古墳時代～古代の上

師器や須恵器、中世の上師皿や黒色土器椀、陶磁器類がある。これら多量の遺物のうち、実測可

能なものは数百点を数えるが、今回の概報においては弥生時代前期の環壕と考えられるS D502

B。 515Bや S D502Bに 切 られる S D601の土器群 を中心に掲載 した。出上 した遺物量は合計

5,500.2kgで あった。その内、土器量は5,153,3kg、 石器307.5蛇、木器16.2kg、 骨23.2kgを計る。土

器量はだ当たり10.39kg/∬ であった。周辺調査区 (第 1図)では02-1が土器量1,893kg、 石器80。 4

kg、 木器20.2監、骨4。 6kg、 土器は だ 当たり2.97kg/ド を計 り、02-2で は土器量1,398kg、 石器

13。 6kg、 土器量はだ 当たり4.99kg/∬ であった。環壕 S D502・ 515の 上器量を比較すると、SD

502が 1,400.lkg、 13.86kg/ぽ 、 S D515が 371,7kg、 4.59監/だ であつた。出土 した石器の内訳は

チップ 。フレーク (石器屑)11点、コア (石核)4点、スクレイパー (掻器削器)29点、ナイフ

16点、石鏃 8点、石錘 1点、石ベラ14点、石槍 8点、磨製石斧40点、石包丁52点、砥石 (扁平短

冊タイプ)27点 、砥石44点、石皿 1点、敲石 4点、つぶて 4点、その他19点 となっており計282点

を数え、砥石・石包丁 。磨製石斧の多さが目立つ。掲載遺物の詳細は遺物観察表に記した。

環壕 (第 2・ 3図 )

S D502は調査区のほぼ中央を北西―南東方向に通っており、長 さは約22mを 測る。上端3.5～

4.6m、 下端0。 4～ 0.7m、 深 さは検出面から約1.3mで南東側がやや標高が低い。断面形は逆台形状

を呈 し、埋土は大きく分けて14層 に大別されるが、A～ C層 までは弥生時代中期頃の溝の堆積と

考えられる。H層は黄褐色・灰白色粘土ブロックを多量に含む層で S D515側にのみ見られる。 S

D515は S D502に 2.3～ 3.8mの間隔をあけ並走 しており、緩いカーブを描 く外側に位置する。長

さは約22mを測 り、上端3.5～ 4.3m、 下端0。 4～ 0。6m、 深さは検出面から約1.05～ 1,3mで断面形は

U字状を呈する。埋土は大きく分けて16層 に大別される。特にF～ K層は人為堆積のブロック土

と見られ、整地のために地業 した可能性がある。 S D601は S D502と 515の 間を並走 しているが、

S D502に切 られており、その掘削時期は前期の中でも早い時期と考えられる。長 さは約22mを

測 り、上端1.0～ 1.6m、 下端0.3～ 0。9m(深 さは検出面から約0。 45～ 0.85mで断面形はU字状を呈

する。埋土は大きく分けて 4層に分かれ、Q2層では焼土が層状に確認された。埋没過程でSD

502の H層やL層に削 られるような堆積状況が窺える。
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Aトーー
SD-502

L30m ttB

SD-502

SD-601

東奈良遺跡 SD502・ SD502B o SD601断 面図

NE

L-3.師 引 D

SW

卜80m ttF

SD502(中 期 )

Al:SioHOYR2/2,S‖ 10YR5/3粉 15～ 20賠 申硬 中疎 ■0.2● m大白色レキ及U'Sc献故4La少二含.■器多量に含。

期彬1鞠期臨機鞠鞠麹赫呻"… |

SD502-B(前期)

争
1餘稔齢移盤韻塾身篇謙霰籍機自葺鷺亀滸醤簿辱盤宝を電藍:g踵ギ亀

j既粉蠣
H2:HC5Y8/S,Si● 110YR4/22～ 5cm大 ブロツク 40H HCIOYR2/21～ OcmAブ ロック 鶴 硬 農密

と専   辮練機辮臨鶏轟睡鞠轟挙
弾気

HGIS‖ illYR5/3,HC10YRO/805-10m大 ブロック3饂 HC10VR3/11～ 5cm大 ブロツクlSx 中敦
HHIHCiOYR6/8.HC2 5Y8/4～ 1卿大ブロウク25X附 10YR3/11～ aOmAブロック 15～ 20路 瞑 濃密 ～α icmA白 色レキやや多く合,～ 0 3cm大 炭化物少丘奮。

と期諦齢翻鰯檸と311急域彗稼球嘗懲§啓3善ξ
Ke_l13omk腕螂

141HC10YR5/1,Si12 5Y7/8粒 ■i帥大 1酬 附10YR2/11-OOm大ブロック 10“ 申種 中密 0
J■ HC2 5GY7/1,HClllYR3/1紛 ～iCnAブロツク 40～50X 軟 密 1～3omA炭化物やや多く合

`

‡Ⅷ鸞3爛Ⅷ鍮磁縁…
‡尊奪彗豊;は緋静1  霰輻尊Ⅷ ∝ 務乳。陣職俄ぅ
Rl:HC10YR42 S‖ 216Y3/8 1cm大 ブ百ッヶ allx 中軟 中密I H610YR3/11～ 3cmkブ ロック 1齢 ～01●nk白色レキ及よ土器および～0 3omA炭 化物少量含.

第 5図
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醍引
削ト SD515-B

SW

II―
SD515-― B

L=8 0m

NE

L=80m一引 J

SD51 5-B
A,Si H OYR4/3,HC1 0YR3/1 1～ 3cm大 ブロック 30～ 40%S c2 5Y7/8粒 ～層状 10% 軟 中密 05～ 2cm大炭化物やや多く合,土器少量含。

B■ Si H OYR5/1,HC10YR7/1粒 ～lcm大 ブロック 40～ 50%HC10YR4/11～ 3cm大 ブロック 20～25% 中軟 中密 2cm大炭化物やや多く含,上器少量含。

C,S HOYR5/1,HG10YR7/1粒 ～lCm大ブロック 15%HC10YR3/13～ 5cm大 ブロック 40～ 50% 中軟 中密 2～ 5cm大 炭化物少量合,～ 0 2cm大 白色レキやや多く含土器少量含。上器少量含。

91 HC10YR5/1,Sic5Y6/6粒 ～lCm大 ブロック 30～40% ～0 1cm大 白色粒多量に合,中硬 濃密 土器少量含。

E■ S125Y4/6,HC2 5Y6/1粒 ～層状 30%HC10YR2/11～ 2cm大 ブロック 15% 中軟 中疎 0 5cm大 炭化物やや多く含。

E2Si12 5Y4/6,HC2 5Y6/1粒 ～層状 40～ 50%HC10YR2/11～ 3cm大 ブロック 20% 軟 中密 0 5cm大炭化物やや多く含。

FlISic H OYR2/1,HC10YR3/8,HC10YR8/21～ 5cm大 ブロック 20～ 25% Sic10YR4/2粒 10% 中硬 濃密 ～0 2cm大 白色レキ及び～0 5cm大 炭化物やや多く合。

F21S cl10YR2/1,HC10YR3/8.HC10YR3/21～ 10cm大 ブロック 3銚 S o10YR4/2粒 15～ 20% 中硬 濃密 ～0 2cm大 白色レキ少量含,05～ lcm大炭化物やや多く含。

F3Sic H OYR2/1,HC10YR8/8,HC10YR8/21～ 10cm大 ブロック 30～40% Sio10YR4/2粒 40% 中硬 濃密 ～0 2om大 白色レキ少量含.05～ lcm大炭化物やや多く含。土器少量含。

GI Si H OYR5/3.HC10YR3/21～ 5cm大 ブロック 20% Sic 10YR2/11～ 3cm大 ブロック 20% HC?5Y3/31～ 3cm大 ブロック 10% ～0 2cm大 白色レキ及び1～ 2cm大炭化物やや多く合,中軟 中疎。

H「 S c10YR5/3 HC5Y7/405～ 15cm大 ブロック 30～ 40%S c 10YR2/11～ 5cm大 ブロック 10～ 15%HC1 0YR7/61～ 2cm大 5～ 7% 0 5cm大 炭化物やや多く含,中硬 中密 土器やや多く含。

H2Sic10YR5/3.HC5Y7/405～ 10cm大 ブロック 30%S cHOYR2/11～ 5cm大 ブロック 20%HC10YR7/61～ 2cm大 10% 0 5cm大 炭化物少量含,中軟 中密 土器少量含。

ltS HOYR5/2.S15Y6/6 0 5om厚 層状 15～ 20%HC5Y8/205～ 3om大 ブロック 15～ 20% HC1 0YR3/2 1cm大  10% HC10YR4/11～ 2cm大 10% 中軟 中疎 05～ lcm大炭化物及び土器やや多く含。

」l HC10YR5/2.HC2 5Y8/61～ 5cm大 ブロック 25%Sic H OYR3/2 粒～lCm大 20～ 25%中軟 濃密 0 5cm大炭化物やや多く含。土器少量含。

」2S‖ 75Y8/2.HC10Y3/21～ 3cm大 ブロック 30乳 HC10YR4/11～ 3cm大 ブロック 20～25% 中硬 中密 0 5cm大炭化物少量含。

K■ HC10YG/2,HC5Y5/1粉 40～5000 中軟 濃密 0 5cm大炭化物少量含。
Ll:HC10YR5/2,S H 10YR5/8粒 ～0 5cm大 15% HC2 5Y3/3～ 0 3cm大  5～ 10%Sic H OYR3/1～ 3cm大 ブロック 10% 中軟 中疎 0 5cm大炭化物多量に合,上器少量含。

L2HC1 0YR4/1,Sil10YR5/8粒 ～lCm大 ブロック 30% HC2 5Y8/3～ lcm大  10%S cHOYR3/1層 状 25～ 30% 中硬 中密 0 5cm大炭化物少量含。

L31:HC10YR5/2,S‖ 10YR5/8粒 ～lCm大 ブロック 10～ 15% HC2 5Y8/3～ 0 5cm大  5%Sic H OYR3/1～ lcm大ブロック 5% 中硬 中密 0 5cm大 炭化物少量含。

L4=Si H OYR5/2.Si 10YR5/8粒 ～0 5cm大 10% HC2 5Y8/3～ lcm大 ブロック 10～ 15%Sic 10YR3/1～ lcm大ブロック 3～ 5% 軟 中疎 05～ lcm大炭化物やや多く含,上器少量含。

Ml:HC1 0YR5/1,HC1 0Y6/21～ 2cm厚の層状 Sic10YR5/6粒 15%軟  中疎 ～0 3cm大 炭化物やや多く含。
M2:HC10YR5/1,HC10Y6/21～ 2cm厚の層状 Sic10YR6/2粒 20～ 30%軟  中疎 03～ lcm大炭化物及び土器やや多く含 HC10YR4/11～ 5cm大 ブロック 10～ 15銚 合。

‖♀IMIヤ :ヽ州 1患 ||IIヤ 11,2托塩40杵 cil†古!サ】
6ぢ

:m笑】警ずら稀芹鉄
～
僣髪令守:留記陥 ξ妨妻畳た督介董筆尋阜多く含。

01:HC10YR3/1.HC2 5Y8/11～ 3cm大 ブロック 20%Sic10YR6/1粒 30%中 軟 中密。

Pl:HC10YR4/1,HC10BG7/1 0 5cm大 5～ 701 軟 濃密 05～ lcm大炭化物やや多く含,木器多量に含。

F～ K層 は人為堆積ブロック上で地業の可能性有 り,L層 は壁際粘上IM N層はSD515-Bの 最下層粘土,O P層は壁崩落土。

東奈良遺跡 SD515 e sD515-B断面図第 6図
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47(A層 )

0      1 :3     1 0cm

第10図 東奈良遺跡 (SD502・ B)出土遺物 (4)

まとめ

出土遺物からS D502や S D601、 S D5151ま 弥生時代前期前半頃には開削 されていたことが改

めて確認された。埋没も弥生時代前期或いは中期初頭頃には埋没 し、中期段階で新たに再掘削さ

れる。また、 S D 502に見られた S D515側の理土に粘土ブロック土が大量に流れ込む状況は土塁

状の構築物を想定させる。さらに、 S D515に 関しても黄褐色粘土ブロック土はS D 502側 から流

れ込んだ量の方が多いことからも窺える。柱穴に関してはS D502の カーブの内側では数え切れ

ない程の柱穴が検出されているが、土塁状の部分に小柱京群で構成する方形の2.1× 2.5mの建物

(S B601)ら しきものが見られる。この調査では弥生時代前期に属する遺構群が多数を占め、中

期初頭段階 (Ⅱ 様式)の遺構は土拡等が散見される程度で中期後半 (Ⅳ様式)に なって再び土拡

や井戸、溝を中心に遺構数が増加する。今後、外側に展開する環壕との関連が注目される。
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遺物観察表 (1)

対版 lrJケ 遺 柑 lil‖ 種知 洛f・T
法 ht 色

「
断
∽

,Ⅲ そ
田任 外mi 外hi

第 区
水あぜ

Llド L製 ∴I
1lll終 11

ヘラ‖き
働しい貰椅色 b,1:M舛 〕 放射状にヘラ拙と 1孔  丁L径 0 7cm。

第 図 SD502B 山あぜ
佐製品 lЧ 確型 灰 rtと +4(′ 1:11ナ u∫ Fし  丁しtt0 3cm

舛 メI
]C肝 弥1:L器 器 ヘラミガキ 淡)k色 突貰也 洸椒:中 知1- Ft  Fし 径0 4cm

第 図 SD502B D■G M171 弥
′L Lri 益 (103) ヘラミガキ 灰FI色 え白色 黒ヒ 4(11■ けu〕 了し  了Lfi0 35crn

第  円 E4G DM 弥′LL器 器 ヘラミガキ 庶kllJ色 箕貰椅 1丁し  孔径059n  双頭状つまみ

第 lXI SD502B H壻 弥′L Lrv 器 ヘラミガキ こない責椎色 とぶいう〔桁色
1■  了しイ10 35cm  つまみ高0 8cm

lF2 3cm

第 図 卜3G 切イiに 洛 器 天白色 黒色 黒 色
1孔   孔径0 55cm  双7rt状 つまみ

内に炭化物イ寸哲

射 tXI SD502 弥生J:朴 終 門色 ,喪 Ⅲl色 A稚色 1孔   了しFモ0 25cm 外�‖こユビオサエ跡
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R色
,,,''1
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イLtt0 4em。 外hiヘラ‖直線文41えド1

第  図 C膨 切イ1:i器 益 こぶい)(権色 大袴 ユ１１１１ 丁し21』 ―対  0 45cm  外而に黒斑多
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Glhl 弥

`Lttn/■

刑ヽ

`!鉢

ヘラミガキ
J“な
ヘラミガキ

貞):憶色 ☆〕t橙 色 体4!前

"1

外ヽに朱?ベ ンガラ?“滸赤色ンルト質)

舛  図 13 D4C M用 弥/r「器 ナデ とぶい貴橙色 こぶい女怜色
(1■ 2)

くびれ径3 0cm

A品‖こカーボン(早 Fr) 千づくね

第 図 働 502 C狩ヤ 弥生上 ri 小型鉢 ユビナデ ,夫 黄袴色 美大憶色 Al由 ‖こ木orベ ンガラll猪

第 区| SD502B D4G M将 弥生 比洛 小 Iを 外 (86) (55)
ヘラミガキ
ユビオサエ

こぶい貫綺色 こぶい)t綺色 〕t'翻 (I‐ 1)
囀五:ミ ガキと黒斑   手づくね (反は笑

第  図 SD502B M将 切ゼLI器 ミニチュア鉢 こぶい貴橙色 こぶい・t怜 色
M刃〕
(1■ 2)

先成で内面が黒化、外面半分H化

第  Xl DttG C肘 弥生上洛 小lf l鉢 ヽ
単

締

Ж 黒色 (熙化 ) 4tFL前 川
iヽ術 全体に朱ofベンガラ(赤色)

節ti:ヘラミガキ

第  図 GIhl 切む:土 器 小41鉢
＼ラミガキ ヘラ沈2条

残賛給色 浅大精色 伴L前期 ―湘蜘J綜内外に黒jal(外 面 剤
`工

I諮 )

第 lXI
ンチ山

弥生 上Fi ミニチュア整 庶〕〔褐也
大憶色
灰 ntt rr

第 |コ SD502B C肘 弥■土器 小型

“

ミガキ フミガキ 金色 粧 色 床上に前川 ? Jc成で外而が ―Ⅵ∫黒斑  広面にゆがみ

第 図 DttG C肝 弥生 [器 小型並 ヘラミガキ こない大橙色 にぶいう1橙 色 4朗 (19) 売成が外半分黒以1

第 lXl C肝 弥∠L土 器 ナデ
ヘラ沈文様
ヘラミガキ

愉色 妄丈怜色 舒
(1‐ 2?)

第  図 卜3G H層 弥生 に器 広III ヘラミガキ
金色

伐資籍色
戎貴精色

前則
(12～ 3)

A外にH以 [

第  図 SD502 B将 弥生土器 羊チュア

“

1精 色 貰怖色

第 図 DユG M層 弥tr器 ミニチェアヽ 爛
駒

まぼ黒化

1単色〕
it蒋〕(1 1)

`調

 部17く に色

第  図 SD502B G解 弥生上器 小型託
ヘラミガキ 金色 にぶ I 金色 1こぶ い

小生前期 Ⅲ面に一部黒以[

第 1ま I DうG I膨 弥4:工 洛 小理.止 ヘラミガキ
ヘラミガキ射IIヽ

突1帝 亥‖日文
表うヽ精色 羮焚精色 I朗 (Iの 胎上のlmm砂粒中 石英 長石

第 図 SD502B D5G I将 弥′Lと 洛 小型↓ ヘラミガキ ヘラミガキ 炎焚也 炎・
jI色 前期(1ワ ) 究成の外ヽ半黒斑、カーボン仕I‐

第 1凹 D将 9/1Υlit./i 小型セ ヘラミガキ
ナデ ヘラミガ
キ 色

色

怜

橙

丈

大

浅 負蛍桁色 12～ 3)
+面が―部黒斑

第 図 SD5028 D■G I局 弥生土洛 小型■ =ぶ
い女性色 こぶい美精色 聞

ト
Ⅲi五 下半は黒f/1

第  Xl DttG Mド 弥アLi器 小型泣
ヘラ沈2条 +ヘ ラ

湧2楽 ヘラミオキ
天Ⅲt鶴 色 束貴褐色 市力1(13?) 勺外単斑SO%。 BttfJL。

第 1区 I SD5028 D■G M賠 弥生 上器 広口

“

こぶいうt掩色
こぶい責椅色

(I‐ 1?)
外面力Чまば黒班

第 lkl MM 弥生土器 広 r」 範 (921
ヘラミガキ
ナデ

トデ
莞丈橙色 浅焚橙色

1年知|

(11?)
2イLl対  孔径02-0 3cm
ヘラ沈-4れ 竹文

第  口 D3G LM 弥Ji上 器
丁学な

黒樹色 天自色

坦
前期 (I■ ) 外面に 一部木杉痕 (ホ色)認 められる

第 区| SD502B C肘 弥■ L朴 広口1に ヘラミガキ
ヘラミガキ
ヘラ沈4朱

にない災褐
ヒ 減貰桁色

東大褐色 前期(IB?)
胎 JJこ とmm前後砂粒 (r・ 色 石芙)やや多

装銅鉱を焼成で外 t所 に早斑 .BttFLL。

第 図 rh 4G (脳 弥/4上器 広日立 ヘラミガキ ヘラミガキ
こぶい貰栓色 こぶい黄椎色

Mサ観(1‐分 1面の体中央に黒斑

第 lXI SD502B CttC C用 訪セヒL器 鉢
ヘラミガキ
ナデ

ヘラミガキ 兵丈橙色 浅賞橙色 ホ生前朋 15mm砂 粒多

第  XJ L層 弥生上器 鉢 ココナデ ヨヨナデ
庶白色 三ぶい喪橙色 れ期前半

火熟を受イナ外而体部の中央～下半器面剥酪

(淡赤糀色)

第 図 SD502 C3G D17v 弥生 と器 広口1, ,8^ 笠色 金色
it期

(1 1?)
ヨ縁波状。

第  図 D層 弥■土器 有段口絨泣 婁褐色 こぶい黄鶴色 冶上に0 5nalla以 下白色粒中  イi木

第  図 SD502B D3G IT7y 弥生 LFf ヘラミガキ こぶい貰褐色 金色 nナ母1(卜 21 コ縁内面突帯。口縁内i術 :ヘラ沈、対突

第 凶 SD502B 人
ぜ

G層 弥生_L器 広口花 こぶい文栓色 こぶい女俺色 i)uI(I_2?) 本部のみ。貼仕突帯。「CJ字状。

第  図 卜3C K婚 弥■ ■肝 広「 I五 灰白色 え白色 F期 (1ワ ?) 本./1のみ。米彩。「C」字状。

第 図 B3G B将 弥生_L器 広口泣
浅女橙色
女fF色

Ъ■前州 体部のみ。外部に黒1/1、 舶ff突‖+玖 1日

第
|

SD502 D4G Clhl 弥■■器 広に1■ �柑,上線文 炎女色 灰丈褐色
弥生中期
(Ⅱ ?)

体部のみ。雫状 llu上 貼円。

|

rh 3G B用 弥生 上器
餌拙浙こ小文

文1日
こぶい文愉色 灰白色

中期前楽
(Ⅱ ■)

胎 ヒにlmm大 砂粒中。擁流本文。

第
|

AM 弥生土昨 奪 ヘラナデ
■ビナデ
トデ ヘラナデ

戎貨橙色 ズ白色 ホ生後期
つまみ高1災m、 径4 2cm

外面のフ叡こ黒斑

第
|

弥■ iFtr ヘラミガキ 交色 弥生後期 Ⅵ-2様式

|

SD502
Ａ３．
備

AFYI 弥

`iL附
小 鉢 (107) ヘラミガキ

ヘラミガキ
ナデ

4t精色 貰怜色 ホ生後朗 躍濠l Ⅵ-0-llk式
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遺物観察表 (2)

コ版番号
l1/

遺 糾 M位 rt類 器純
法 調 路 色 ll 町

∽
術

ri径 底イエ 洛高 内面 外in 外 面 1対 面

第  図 A-3C B将 弥生上器 鉢 ハケメミガキ
天焚欄色 浅員精 Ort 水生後

"I?

rJJこ 1～ 4mmttV1/粒多
―tlに赤形(緒色)

究 たI CW 弥■■器 広日 Jv
ラヨコナデ樹lR平

文枝渋激平
灰亡I 灰ト

中期中栗

(胆 2?)
コ縁～体 と半罰

`の

み。

第  図 測M 弥生■器 ヘラミガキ
灰大Ftl也 レ〔焚Itl色

浚受橙色
弥句i後 期
(Ⅵ ‐2?)

碗I llll

第  図 SD502 BM 乳YL上 器 鉢 ケメナデ 費大脩色 支コ〔精色 体生前期 ? 体部 L半 黒玖【

第  図 PIVI 弥生上器
η継型■

製品
ナデ 金tr 金色 前別前半 1孔 、孔径055～ 0 85cm

第 図 SD601 Qh7r 弥生i器
型

ユ

盤

Ш
)モ 俺色 貫橙色 村t期 11半 子と Jし 径06～ 0 8cm

第 図 B-3G Q層 弥生主器 小型髭 ヘラミガキ

ヘラ沈2条
ヘラミガキ

員精ヒ 氏桁也 硼
Ｈ

第  図 Q脳 弥生■器 蓋
缶上粒貼付放

計】犬
1桁 也 (俺色 賄lul前 半

双頭状つまみ!つまみ高17 径12。 1子し、

第 日 Q影 弥1:と 器 広ロモ
ヘラミオキー

ナデ

ヘラミガキ
ナデ k桁色 t雑色

“

州(I‐ 2) コ縁のみ。rtl付 突‖十刻日。

第 図 SD601 E-3G P層 弥■■器 広「
1遊

ヘラ沈1条 、
ナデヘラミガキ

t色
命げ硼
(1■ ～2)

第 図 E-3G P脂 弥生 J:器 広口籠 (151)
110 ヘラrtl条  ココ

ナデ ヘラミガキ

月よ棚色
こぶい貴IE色

t色 灰白色 前チ硼(1‐ 21

第 図 SD601 PFy 弥生 上器 愛 (2891 ナ デ
ヘラll十 二ll

iFヨコナデチデ
黄椎色 黒舞

黒欄也 市川(121 充用により肝減

第 図 PM 弥生 土器 広H北
＼ラ沈斗十列

11文 ?

「
明X料色 に

ぶぃと[“ 灰市Itr
， Ｗ 本部のみ。

第 図 SD515B FM 弥■ liPI 益 |★ 員橙色 伐ll怖 色
(Ⅱ ■?)

イし、丁し径0 4cm。 外山‖こ黒斑、米。 ll標系

第 図 BIVr 弥■ ■冊 蓋 ナデ ヘラミガキ (怜色 焚愉色
1■  了L缶 025～ 0 45cm。 つまみ高1 0、 径

舛 図 引D515【
C-1
2G

M影 1体FL土器 語 ナデ ヘラミガキ こぶいよ精色 こない文聴色 蔵i判 前半

第 EXl SD515B MIVr 弥生土器 ヘラミガキ ラヽミガキ 釜色 よ惟色 浅貫雑色 1伸制前半 trし、孔径05～ 0 9cm。

第  は SD515B 弥そLに Fl 小型i
＼ラ沈2条 2

士ヘラミガキ
淡A色 栓色 炎A色 】I;U〕 (13?)

第  XI D-2G Il171 弥生上肝 小型■ ユビナデ ヘラミガキ
Jl)tll色 灰 庶r,色 れ

"1(12?)

一部黒

'〔

布。

第 И M肘 弥4■ L器 デツケ
部雑色 It,切 (」 ■?) 色調 :内外黒化・

第 lX SD515B J171 弥生 上滞 広に

'す

ヘラ沈+2骰 矢
l】根状ヘラ洸・

炎丈色 炎貰tr
11期

(12～ 3?)
lI面一部黒斑。

第 lXl SD515B M用 弥生 に器 小 ll i止
(71) ナデ

ヘラミガキ‐
ユピナデ

熙色 減頁雛

色 精色
浅う:精 色

前ナul
(1■ ～2)

1面 黒以【。

第  阿 B-2G M171 切笠L上 器 小型ヤ (661
ナデ
ヘラミガキ

ナデ ヘラミガ

キ ヘラ沈
灰
「

|～ 減共縛

色

啄白一

減と!竹

“

卜中一広外敵,こ黒j/4.

第 図 SD515B
∈
ぜ

Ｅ・４
崩

Hlll 切望LL器 小ll鉢 ヘラミオキ ヘラミガキ 浅文峰色 法A憶色 ‖,Ul(1■ ) Ⅲ面県斑右。

第 日 ε-2G Mトイ 弘ンに:L肝 鉢 (341
＼ラミガキ‐

トデ
ナデ 雑色 員桁色 噴 rt橙也 itナ Vよ (1‐ 1) Im�こユビにJlt。 瓜部外 M‖ こ黒斑。

第 FXJ SD5153 B-2G Hl・l 弥■■器 広 I IdL
トデ

IJfh l ff

rⅢ〔なミガキ
止橙色 赤色 k桁色 1llJ〕 (13)

可杉態,lFti対 、rtイモo3cm。 外面全体に赤彩。
ヘラ渤・1分 lrlにけイヤ.外而下半～氏に黒斑.

第 lX 束あぜ M用 弥生 ■洛 広口11
ナデ

門1●ll突 liア

ヘラミガキ

状丈愉色 1

ぶい椅色
文貨愉色

(1■ -2) ‖‖I突1':外 hF一部黒Jtrィ「。

第 図 M形 弥生 上器 (詣イ1)鉢 こぶいr ttl」色 とないうt樹 色 前町 (I■ )

2Tし 1対 、孔fこ 04-0 8cm。 外mi殆ど刹語.

外面下半黒j/1。

第  図 SD515B M F7r 弥■ +器 広日ヽ
色椅

，

赤

部 =ぶ
い責桁色 �,制 (I‐ 1) 杉文上器。体部のみ。

第 図 SD515B
E-2G
壁僚

J脳 弥生上器
黒色 赤欄色
(朱形削

`)

朗色
(1■ ～2)

杉文Ji洛。体部のみ。

第 図 SD515B FIV 弥生 上器 並
ヨコナデ
ヘラミガキ

ラヽミガキlh‖

t‖権9AF坂‐ ギ色
企面)

商川 (モ 4) 米を収めていた止。

第 1ヨ 蠅悧
M層 弥■ と附 広 Iコ l lf

ヘラミガキ
ラヽミガキ氏HIヘラ

ニ洸tt確初柴文‖,

H色 こぶい災褐也 11,制 (1■ ) 氏Ⅲ
`の

み。

第 FX3 SD515B
央

ぜ
H将 弥1:上器 広

「
1■

ヘラ沈羽
ヘラミガキ デヘラミガキ

え白色 ズ白色 脩ヒ ■期(I‐ 21
1縁のみ。.V:H`イ と15 8(137)crr。 丁し径04

第  Xu SD515B
央

ぜ 開 弥生 し器 広口五 (20つ 90～
‖iI可 突‖ ナデベラミ万キヨ:

ナデケ条ベラvt
曳丈精色 業It色 行TWI(モ 21

J縁のみ。内面にlhf苛 突帯。外面ヨコナテ

“

にベンガラ
`1岩

?

第 lXR E-2G M用 弥生■器
空

37 ヘラミガキ
浅貰橙色
■桁色 早色

浅貨精也
丈精色

I''1(I■ ) 子づくね。外市FF】留こ打圧。黒IXl

第  図 SD515B
,-2C I

ltあゼ質
L膳 弥J:J:器 広口

“

ヨコナデ
峰色 桁 色

I■～2)
卜部[～ 下J守こ黒斑。
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第 2遺構面全景 (真上から)

第 3遺構面全景 (真上から)



第 1遺構面全景 (北東から) 第 2遺構画全景 (北 から)

第 3遺構画全景 (北から)

咎 -1-姶簸
…澤Ⅲ ⅢiⅧ

SD515-B(外環濠)上層断面 (南 から)

|!~liil‐ 〒汁腎i粋

左 :SD515B/右 SD502(1ヒから)

SD502-B(内 環濠 )・ SD601土層断面 (1と から)

調査区画断面図 (南 から) 調査区画断面図 (東 から)



東 奈 良 遺 跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査担当

調査結果

東奈良遺跡は、千里丘陵から東方向に流れる小河川等に

よって形成 された扇状地性平坦面と、遺跡の東側を流れる元

茨木川が形成 した沖積面に成立 している。昭和46年、小川水

路の改修工事に際 して遺跡が発見されて以来、多くの発掘調

査が実施 され、弥生時代の環壕集落をはじめとする、弥生時

代前期から中世に至る複合遺跡として、南北約1.2た皿、東西約 l kmの包蔵範囲が周知されている。

本調査地は、東奈良二
・
・三丁目、若草町にまたがる、東奈良土地区画整理地区内に位置する。

同地区は、環壕集落の中心部から北束域をその範囲に捉えており、平成11年度に実施 された区画

道路部分の調査では、標高 7m前後の扇状地平坦面に立地する、弥生時代前期の環壕 5～ 6条 と

同中期の環壕 2～ 3条が廻る集落の概要が明らかとなった。扇状地性平坦面 (集落域)は、北西

から南東方向に緩やかに下っており、区画整理地区東辺を南北に流れる現在の小川水路下に存在

する旧河道が形成 した段差地形を以て終端となる。旧河道以束は、標高5。5m前後の低い沖積面

が広がっている。本調査地点は、小川水路に面 した南東隅の区画である。小川水路沿いは、旧河

道、環壕、そして集落内から旧河道に注ぐ排水溝等、多くの溝が集中する地区である。隣接する

既往の調査地として、北隣の区画道路第 4調査区、南隣の東奈良公民館 (平成 3年度発掘調査 )

などがあり、その遺構検出面を本調査地とあわせて示 した (第 20図 )①

基本層序は、南壁断面 (第 19図)の第 1～ 9層 とする。検出遺構は、第 9層地山層上面を検出

面として、環壕 3条、溝約20条、井戸 6基、土拡約10基、柱穴1,400日 以上を教える。時期は、

弥生時代前期後半～同中期初頭を主体とするもので、弥生時代前期、弥生時代中期後半から古墳

時代前期初頭、古墳時代から奈良時代、中 。近世のものがある。当地より西方では、各時期の遺

構面が確認されているが、当地に至っては一部を除いて欠如 しているため、地山層上面を検出面

とした。これは、南北隣接調査地 も同様の状況である。検出面は、小川水路に向けて下る標高

6.1～ 6.4mの 緩傾斜を呈 している。以下、検出遺構から環壕について概説する。

環壕-1は、溝幅 4m前後、深 さ1。 1～ 1.2mを 測る。二段の掘形ながら、やや平坦な底面で、

断面形は台形に近い。 8層ほどに分かれる埋土の下層遺物は、概ね弥生時代前期末のものである。

中 。上層の遺物は、さらに次の段階 (畿内 2様式)への傾向が強まり、遺構数が急激に増える弥

茨木市東奈良三丁目114・ 115

共同住宅建設事業

平成16年 3月 23日 ～平成16年 6月 9日

532ド

中東 正之

位置図
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生時代中期初頭の段階には、完全に埋没したと考えられる。埋没後、同中期後半には一部を溝と

して利用するため、改修 した痕跡が確認できる。

環壕-2以東の雄積層は、湿潤で複雑な層序を示 していた。その上面は、湿地状の緩やかな落

ち込みを呈 し、上層から掘 り込まれた柱水等も減少する。環壕-2は、溝幅 2m前後、深 さlm

程を測る、比較的小規模の環壕である。その東肩部を削るように、やや蛇行 しながら流れ、東奈

良公民館にも続 くSD-24が重複する。埋土下層の遺物は、環壕-1に先行した形式差が認めら

れ、弥生時代前期後半に比定される。SD-24と の時期差は、あまり感 じられない。

また、環壕-2の外側を、並行関係にある環壕-3が廻っており、弥生時代前期では最外縁を

廻る環壕となる。当地では削平のため、これをプランで検出することはできなかったが、下層に

該当するとみられる堆積層から、開削時は、並行関係を保って廻っていたものと推測される。

出土遺物は、包含層、環壕内などから出土 した、壷類、瓶、鉢、高邦、器台などの弥生土器が

大半を占める。その時期は、前期後半から中期初頭が最も多く、次いで中期後半が主体となる。

他に庄内併行期の瓶などの土器類、古墳時代から奈良時代の土師器や須恵器などがある。石製品

や木製品、動物遺体も出土 している。とくに庄内併行期の井戸 (SE-04)か ら出土 した木製臼

の半壊品が挙げられる。

本調査地においては、集落終端の段差地形から河道に至る湿潤な立地にかかわらず、弥生時代

前期としては最外縁となる環壕が開削されている。河道の影響はさけられなかったと推測 される

が、意外に、洪水によるとみられる堆積は、ほとんど見受けられなかった。当地より100mほ ど

西方、東奈良遺跡の集落中心部には、原初の環壕とみられる、小規模で古相を示す溝が存在する。

これを含めると、開削時期に差はあるが、弥生時代前期の段階で 6条 もの環壕が存在 していたこ

ととなる。しかし、同中期初頭には、拡大する居住域に埋没 していったと推測 される。次に環壕

が開削され、あるいは埋没 した環壕の一部が浚われて機能を回復するのは、空自期をおいて、弥

生時代中期の後半となる。空白期には、該当する遺構 。遺物が大幅に減少 しており、集落の消長

を語る上で謎の期間となっている。

第19図 調査区 南壁断面上層図
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調査区全景 (西 から)

(溝・環濠掘削前 )

調査区全景 (東 から)

(溝・環濠掘削後 )

第21図 東奈良遺跡 遺構面検出状況
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束 奈 良 遺 跡

所 在 地 茨木市東奈良三丁目127

調査原因 共同住宅建設事業

調査期間 平成16年 3月 18日 ～平成16年 6月 7日

調査面積 549ド

調査担当 宮脇 薫

調査結果

この調査地は東奈良遺跡のほぼ中央に位置 している。

建物建設部を 2調査区に分け、立体駐車場部分を 3調査

区とし、第 1調査区を 1次調査、第 2・ 3調査区を 2次

調査とした。

基本層位は区画整理に伴う盛土が約60～ 70cm、 弥生時

代から中世 。近勇代の遺物を含む淡灰褐色土 (第 1包含層)が約10～ 15cm、 弥生時代中期から古

墳時代前期の遺物を含む淡褐色土 (第 2包含層)が約15～ 20cm、 弥生時代前期～中期の遺物を含

む褐色土 (第 3包含層)が約10～ 15cmであり、その下層は黄色土が堆積 している。

調査は淡褐色上の上面を第 1遺構面、褐色土の上面を第 2遺構面、黄色上の上面を第 3遺構面

として検出し精査 した。

淡褐色 (第 2包含層)か ら弥生時代中期の土器、古墳時代の土師器及び石器と共に、銅鏃 2点、

石製の管玉及び臼玉が出土 した。

第 1遺構面

各調査区において、幅約15～ 25cm、 深 さ約 3～ 8 cmの溝が途切れた状態で検出された。これら

は近現代の耕作に伴う鋤溝とも考えられる。

第 2調査区で検出された井戸-1は、径が約82cm、 深 さ約75cmの ほぼ円形である。幅20cmの 薄

板を井戸側として使用されていた。埋土内より近現代の磁器の椀が出土 したことから近現代の農

井戸と考えられる。他に柱水、土拡が検出された。一部の遺構から土師器・須恵器の細片が出土

したが遺構の明確な時期を決定することはできなかった。

第 2遺構面

各調査区から径が約15～ 30cmの円形やほぼ円形の柱跡が検出された。重なって数多くが検出さ

れているので建物としては捉えられない。ほとんどの柱束の埋土から壷及び甕の弥生土器の破片

が出土 している。

溝が各調査区から検出されている。規模は幅が約15～ 35cmの ものと、約40～ 70cmの ものと規模

の違いが認められる。深 さはいずれにおいても約 6～ 17cmと 浅く、 1層の堆積である。各溝から

弥生中期の土器が出土 している。

位置図
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他に土城が検出されている。形状はほぼ円形、楕円形、隅丸方形などである。規模は径、辺が

約45cmか ら1.5mの ものまである。出土遺物は弥生中期の土器が出土 している。

第 1調査区の南で、短径約1.15m、 長径1.45mの楕円形、深 さ約90cmの井戸-2が検出した。

井戸内からほぼ完形の壷 5点、甕 2点が出土 した。いずれの土器も弥生時代中期 (畿内Ⅲ様式後

半)である。第 2遺構面の遺構は出上 した遺物から弥生時代中期である。

第 3遺構面

・  各調査区から径が約18～ 35cmの柱穴が検出された。埋土から出土 した遺物から弥生中期、弥生

中期と前期、弥生前期の弥生土器があることから、時期が異なると考えられる。

土城が各調査区から検出されていて、形状及び規模は異なるが弥生中期の土器が出土 している

ので同時期の遺構とみられる。

溝 も各調査区から検出されている。

第 1調査区の溝は、幅が約25～ 45cmで あり、途切れた状態で検出された。出土遺物から弥生時

代中期のものと考えられる。

第 2・ 3調査区の溝は、幅が約 5～ 12cm、 やや崩れた隅丸方形で途切れた状態で検出された。

規模が竪穴式住居の周溝と同じ規模、形状から削平 された竪穴住居の周溝と考えられる。

第 1調査区の北西で一部途切れた状態で、短径約1.53m、 長径が約3.32m、 深 さ約 5 cmの浅い

落込みが検出された。底は平坦であり、厚さ約 1～ 2 cmの炭化物の堆積が認められた。また、一

部火による赤変がみられる。落込みは焼失 した竪穴式住居である可能性がある。

第 1調査区の南端において、約1.5ド の範囲で地山に厚 さ約 l cmの炭の堆積があり、弥生時代

前期の壺、甕が直立状態で出土 し、その近くで石包丁が検出された。祭祀跡と考えられる。

弥生時代後期の遺構は検出していない。また、弥生時代中期の遺構が 2面検出されたことによ

り、中期が 2期に分けて考えられる可能性が出てきた。

第 2・ 3調査区の規模の小さい溝、第 3調査区の落込みから今までほとんど明らかでなかった、

住居の形態の一端を窺 うことができる資料が得 られた。
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第22図 調査区配置図

第23図 第 I調査区 (第 I遺構面)
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第24図 第 I調査区 (第 Ⅱ遺構面)
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第25図 第 I調査区 (第 Ⅲ遺構面)
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第26図 第Ⅱ調査区 (第 I遺構面)

第27図 第Ⅲ調査区 (第 Ⅱ遺構面)
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第28図 第 1調査区 (第 Ⅲ遺構面)

第29図 第Ⅲ調査区 (第 I遺構面)
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第30図 第Ⅲ調査区 (第 Ⅲ遺構面)

第31図 第Ⅲ調査区 (第 Ⅲ遺構面)

盗兄焔 9
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第33図 第 I調査区 (第 I遺構面)南から



第34図 第 I調査区 (第 工遺構面)北から
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第35図 第 I調査区 (第 Ⅱ遺構面)南から

-35-



|■■|1議

遇I彪雛:

鞘碑 |lil:十 ■

|||:II:|||IIIIliri:|

rr療∵攀|

第36図 第 I調査区 (第 Ⅲ遺構面)北から

議 :

離
趣|1彗

峰 :
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第38図  第 Ⅱ調査区 (第 I遺構面 ) 西から
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第39図 第 Ⅱ調査区 (第 Ⅱ遺構面)西から
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第40図 第 Ⅱ調査区 (第 Ⅲ遺構面)西から

第41図
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第42図 第Ⅲ調査区 (第 Ⅱ遺構面)西から

第43図 第Ⅲ調査区 (第 Ⅲ遺構面)西から
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耳 原 遺 跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査担当

調査結果

耳原遺跡は、三島平野を南北に流れる安威川に

よって形成 された扇状地の氾濫低地や丘陵部に立

地 し、東西約350m× 南北約300mに広がる。段丘

部においては地形分類によると下位段丘に分類 さ

れ、この耳原遺跡ではこれまで縄文時代前半の上

器片の採集の例があり、生活の痕跡を示す時期のものとして、縄文時代晩期の深鉢棺を16棺検出

している。その後の発掘調査により、弥生時代から古墳時代、近世へとこの地において人々が生

活をしていた痕跡が見られ複合遺跡の様相をしている。

周辺での既往の調査としては、同丘陵地の東方約50mには古 く1935年 (昭和10年 )に梅原末治

氏によって横友式石室と2基の家型石棺の実測が行われた事で知られる耳原古墳が存在する。そ

の現況は盛土が大きく削平 され、南北約20m、 東西約16m、 高さ約 6mを測 り、円墳を形作って

いて、築造年代については石室内部に納められた二つの石棺からみて 6世紀末、 7世紀前半の二

つの説がある。

鼻摺古墳は一辺が30m前後の方墳であり、築造年代は 6世紀から7世紀にかけてのものと考え

られている。

当該地は両古墳に挟まれた丘陵地と平坦部にあたっている。

丘陵地全体 (6,442∬ )を第 1調査区として、標高の一番高い点 (約29,6m)を境に東側部分

(第 1調査区東部)と 西狽J部分 (第 1調査区西部)と した。また、丘陵の南側部分の平坦部 (1,075

ぽ)を第 2調査区とした。

この丘陵地について、古地図等を調べると調査区の東にある耳原古墳及び西にある鼻摺古墳を

含め、同じ丘陵地として繋がっていた事が分かった。このことから同調査区にも古墳が存在する

可能性があることから表土を掘削する前に、この丘陵地の現況の地形測量を実施 した。

基本層序

丘陵地部分の第 1調査区では、表土 (約35cm)、 暗褐色砂質土層 (約 10cm)、 褐色砂質土層 (中

世遺物包含層約25cm)、 明褐色砂礫層 (地山層)と なる。第 2調査区は、盛土層 (約 30cm)、 にぶ

い黄褐色砂質土層 (土師器片を含む約20cm)、 黄褐色砂質土層 (土師器片を含む約15cm)、 褐色砂

茨木市耳原三丁目地内

宅地造成事業

平成16年 6月 4日 ～平成16年10月 12日

7,517コド

宮本 賢治

位置図
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質土層 (土師器片を含む約 5 cm)、 黒褐色砂質土層 (約10cmの礫を多く含み、須恵器片を含む約

15cm)、 暗褐色砂層 (地山層)に分けられる。

出土遺物

コンテナに16箱の量であった内訳は、第 1調査区東部と南の第 2調査区の各遺構からは、主に

奈良から鎌倉時代に相当する遺物が出土 した。全体的に三足土器が多くみられる。

第 1調査区西部からは 5世紀中葉の須恵器片を伴った埴輪列が丘陵上の西端付近から2列出土

しており、その東側付近で天丼石が欠落 した 6世紀後半のものと思われる小規模の横穴式石室を

検出した。特筆すべきものに石室内からは、副葬品として金製環が 1点、ガラス小玉が43点の他、

須恵器片が出土 した。石室の残存状態からみると東側から西側に向かって側壁が落込んでおり、

かなり撓乱 されたのか石室内から埴輪片も出上 している。さらに石室周辺においては、盾形や家

形とみられる埴輪片が出土 している。

出土遺構

特筆すべきものは第 1調査区西部の丘陵地の西端部付近で横穴式石室を検出した。表土を除去

する前にいくつかの花筒岩の一部分が既に見えている状況であった。 トレンチを入れて慎重に掘

り進めていくうちに、先に見えていた花南岩の一つは一番底にあたる奥壁の一部であり、もう一

つは天丼石を取 り除かれてバランスを崩 した東側の側壁が東から西へ落ち込んだ状況の一部であ

ることが分かった。東側の側壁が石室内に合計 3石落ち込んでいた。

まとめ

1次調査の第 1調査区東部及び第 2調査区から、平安時代から鎌倉時代を中心とした遺構や遺

物を検出し、一部では近世以降の瓦などの遺物 も出土している。また、 2次調査の第 1調査区西

部より検出された 6世紀後半頃のものと考えられる横穴式石室や、金製環や数多くのガラス玉と

いった貴重な遺物など新 しい発見もあった。特に金製環については、高槻市所在の梶原古墳群内

D-1号 墳石室から金製環が出土 している。実際に高槻市立埋蔵文化財調査センターで実見した

が類似する点がいくつか見られた。このことから、調査区一帯は耳原古墳・鼻摺古墳と合わせて

古墳群であったとも考えられる。さらに後世の撓乱などにより確認できなかったが、 5世紀代の

埴輪列や須恵器の出土は、最初に方墳が造られ、その後同地点に石室を持つ円墳が築かれたと考

えられる。

最後に大阪府教育委員会・高槻市教育委員会の方々から多くの貴重なご意見を賜 り、記して感

謝申しあげます。

参考

わがまち茨木―古墳編―

『耳原古墳の研究』

『梶原古墳群発掘調査報告書」

1990年 3月 茨木市教育委員会

1996年 9月 追手F]学院大学考古学研究会

1998年 3月 名神高速道路内遺跡調査会
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耳原西古墳周辺遺跡分布図

11 1ギ

熱

tギ朗

1日 耳原西古墳

5.将軍塚古墳

10.南塚古墳

2日 耳原古墳 (大阪府史跡指定 )

6.真龍寺古墳 フB安威古墳群

11.青松塚古墳 12.海北塚古墳

3口 鼻摺古墳 (耳原方形墳)4日 将軍山古墳

8.新屋古墳群  9日 紫金山古墳 (大阪府史跡指定 )
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埴輪列北群出± 1号埴輪

埴輪列南群出± 4号埴輪

第49図

埴輪列北群出± 2号埴輪

埴輪列南群出土

埴輪列南群出± 5号埴輪

耳原西古墳 出土 円筒埴輪
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玄室内上層出土 ガラスJヽ玉 玄室内(羨道付近)最下眉出土ガラス小玉
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玄室内最下層出土 ガラス打ヽエ

“雰
オ
一

ガラス小玉 腕輪復元状況

第50図 耳原西古墳

玄室内最下層 金製環

ガラス小玉・金製環石室玄室内出土
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牟 礼 束 遺 跡

所 在 地 茨木市寺田町21・ 22-5。 23-4・ 23-5

調査原因 共同住宅建設事業

調査期間 平成16年 5月 21日 ～平成16年 5月 27日

調査面積 106∬

調査担当 宮脇 薫

調査結果

この調査地は安威川の右岸に位置 している。共同住宅が建

設されることになり埋蔵文化財の確認の試掘調査を実施 した

結果、建設予定地の西端で中世の遺物を含む包含層が確認 さ

れ、建物の基礎により埋蔵文化財に支障を来す範囲において

位置図
調査を実施 した。

駐車場跡であり、盛土が約80cmあ り、耕土が約30～ 40cm、 無遺物層の青灰色土約25cm、 中世の

瓦器および土師器等を含む淡青褐色土が約15cm堆積 し、青灰色粘土層の上面が遺構面となってい

る。

検出遺構は、柱家、溝、落込み状土城である。柱京は径が約20～ 35cmの ほぼ円形であり、深

さは約15cmである。

柱丈-1は短径が約42cm、 深 さ約17cmの 長円形である。埋土から12～ 13世紀の瓦器の椀が完形

で出上 した。

溝-1は調査区の北でほぼ東西に検出された。規模は幅が約58～ 88cm、 深 さ約17cmである。溝

内から瓦器及び土師器片が出土 した。

溝-2は調査区の中央から南にかけて南北に途切れた状態で検出された。規模は幅が約55cm、

深 さ約 7 cmで ある。

土城-1は短径が約1.05m、 長径が1.7mの変楕円形で、深 さ約12cmの規模である。埋土から瓦

器片が出上 した。底面は平坦で柱穴 1基が検出された。

他の柱穴からは遺物は出土 しなかった。

安威川の右岸地域においては隣接の牟礼遺跡以外、遺跡は見付かってはいなかったが、当地で

は明らかに中世の集落跡の存在が認められた。

今後の調査によって、牟礼遺跡との関係も明らかなものになっていくものと考えられる。
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第52図 南から
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第53図 北から
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東 奈 良 遺 跡

所 在 地 茨木市天王二丁目21卜 1

調査原因 共同住宅建設事業

調査期間 平成16年 5月 24日 ～平成16年 6月 3日

調査面積 65ぽ

調査担当 宮本 賢治

調査結果

東奈良遺跡は茨木市南部にあたる東奈良・奈良・沢良宜西・

天王・若草町にまたがる標高 7m前後の沖積平野に立地する、

弥生時代前期から始まる複合遺跡である。

当該地は、弥生時代前期頃に営まれた集落の中心地と考え

られる地点からやや南西より300m程の所にある駐車場跡地

である。なお、周辺の既往の調査では平成 6年度に東方隣接地で柱友や溝等の遺構が検出してい

る。当地では、中世の生活遺構面 (第 1遺構面 )、 弥生時代の生活面 (第 2遺構面)が調査対象

であった。

基本層序

上層より盛土層 (約 1.lm)、 黄灰褐色粘質土層 (約 30cm)、 黄灰色粘土層 (約25cm中 世遺物包含

層)、 灰色砂質土層 (約 10cm)、 灰色砂層 (約 5 cm弥生時代遺物包含層)、 褐色粘質土層 (地山層 )

となっている。

出土遺物

弥生時代の遺構面精査中より弥生土器の破片と水田の可能性のある遺構面のピット内よリガラ

ス玉が出土 した。

検出遺構

第 1遺構面では中世の生活遺構面において、複数の牛や鳥などの小動物を中心とした足跡遺構

を検出した。また、第 2遺構面では先ほどにも述べたように水田面の可能性のある遺構を3面検

出している。東奈良遺跡の弥生時代における環壕集落の生産遺構の検出例はこれまでになく、当

地周辺においてその可能性が出てきている。

まとめ

第 1遺構面から中世の生活の時期の小動物の足跡遺構が検出された。また、第 2遺構面での

検出状況から水田の畦とみられる区画が施 されたような痕跡が断面及びプランから認められ、水

田となる可能性が高く、さらなる検討が必要である。これまでの東奈良遺跡の弥生時代に関する

調査では、集落を構成するうえで欠かせない 3つの要素である、衣食住のうちの食物の生産場所

は検出されなかった。今後の周辺地域での調査に期待するものである。

位置図
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第 2遺構面検出状況 (1ヒ から)

第 2遺構面検出状況 (1ヒ西から)

第 2遺面ガラス玉出土状況 (1ヒ から)

第55図 東奈良遺跡 遺構検出状況
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総 持 寺 遺 跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査担当

調査結果

総持寺遺跡は、北摂山地から派生 した下位段丘状

の「富田台地」と呼ばれる上に立地 している。この

富田台地は南東に向かって緩 く傾斜 しながら大きく

舌状に張 り出し、東西約 2 km、 南北約2.5kmの広大

な段丘面を形成 し、標高は15～30mを測る。遺跡の

西側には比高 5～ 6mの段丘崖を介 して安威川が造

りだした沖積地が広がり、東側は女瀬川 。芥川が開

析 し、南側には沖積平野が広がる。総持寺遺跡はこの富田台地の南西部分にあたる。

この総持寺遺跡が立地する富田台地上の遺跡を見ると、台地の奥部に古墳時代中期の全長226

mを測る太田茶臼山古墳 (継体天皇陵)や高槻市側に後期の全長190mを測る今城塚古墳が築造

されている。そしてこれら大古墳に主として埴輪を供給 した新池埴輪製作遺跡が存在する。

総持寺遺跡は弥生時代から中世に至る複合遺跡として周知されており、これまでに大阪府教育

委員会および (財)大阪府文化財センター (以後、府教委およびセンターと呼称する)に より大規模な発

掘調査が近年実施 されている。大阪府営茨木三島丘住宅の建替えに伴い、1994～ 2001年 (平成 6

～13年 )に かけて府教委が約23,500∬ に及ぶ発掘調査を実施 した。また、遺跡の北辺部を住宅・

都市整備公団 (現 独立行政法人都市再生機構)の住宅建設に伴い、センターが1994～ 1997年 (平

成 6～ 9年)に かけて約25,500∬ の発掘調査を実施 している。また、府営住宅整備関連に伴う道

路拡幅及び新設にかかる調査を2002年度 (平成14年度)に約2,037ば 、2003年度 (平成15年度)に

約1,076ド をセンターが発掘調査をしており、当該地周辺では既にこれまで52,200だ にも及ぶ発掘

調査が実施 されている。

これまでの府教委及びセンターの発掘調査によって以下のことが判明している。総持寺遺跡で

は弥生時代後期後半の土器棺墓 上周溝墓といった墓域が、段丘崖に接する尾根状地形の南先端部

分に築かれる。土器棺墓が先行 し、周溝墓に時期差はないと想定されている。古墳時代になると

古墳時代前期に尾根筋に竪穴住居を主体とする集落が営まれ、中期には尾根筋の段丘崖を望む付

近に総持寺古墳群が展開する。43基中 1基の円墳を除いて総て方墳であった。周辺からわずかに

高い尾根土地形に沿って北に広がるものと推定され、規模は小 さいものが 1辺 4～ 5m、 大きい

茨木市三島丘一丁目261-1他

宅地造成事業

平成16年 5月 24日 ～平成16年 6月 11日

1,862∬

黒須 靖之

0                      200m

位置図
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もので 1辺約15mほ どである。主体部は削平されており、木棺直葬と想定されている。出土 した

埴輪のうち、形象埴輪の多くと円筒埴輪の一部が高槻市新池埴輪製作遺跡産と分析 されている。

古墳時代後期にも翌穴住居主体の集落が東西の谷筋に営まれる。

古代になると7世紀前葉～中葉 (飛鳥時代)に も同様の選地で古墳時代後期に引き続き竪穴住

居が営まれる。 7世紀中頃に大型の掘立柱建物跡を構成する一辺 lmを超える方形の柱穴堀方が

検出される。遺構のまとまりを手巴握できるとしているのは、 7世紀中頃の柱穴よリー回り小 さい

方形堀方の柱穴群で、31棟の掘立柱建物を復元 し、 8世紀後半から9世紀にかけて存続 したもの

と考えられる、としている。 (府教委報告書より)

今回の調査区に隣接するセンター02-1調査区では弥生時代後期、 7～ 10世紀、12世紀後葉～

13世紀の遺構が検出されている。弥生時代後期の遺構は東西の溝 (66)1条のみで、 7世紀代の

遺構は 7世紀前葉え中葉頃と推定される竪穴住居 7棟 を調査区南端部で検出している。 7～ 8世

紀代の遺構は復元された13棟の掘立柱建物や 5列の柱列を主として溝 (25)落込み (410)等 が

あり調査区南部で確認 されている。10世紀代の遺構は調査区南部の小規模なピット群で、12世紀

後葉～13世紀の遺構は柵や溝、柱京等を調査区北部や北端部で検出したとされている。出土遺物

は10箱程で弥生時代後期の広口壷・高邦・無頸壼等や古墳時代後期 (6世紀)は遺構・出土遺物

はなく包含層から須恵器邦が出土 している。 7～ 8世紀代の遺物は調査区全域で普遍的に認めら

れ出土遺物の大半を占めているとされる。ほかに古代後期～中世のものは緑釉陶器、黒色土器椀、

土師器皿、瓦器椀、自磁碗等が出土している。また、10世紀中・後期の「て」字状口縁皿、12～

13世紀頃の上師器皿、和泉型瓦器碗等が出土 している。 (セ ンター報告書より)

調査概要

今回の調査は2002年度 (平成14年度西部02-1)に センターが実施 した道路調査部分に囲まれ

た区域内の開発に先立ち計画道路及び防火水槽部分の発掘調査を実施 した。東西に延びる道路を

境に調査区を北地区と南地区に分けている。調査の結果、検出された遺構は掘立柱建物21棟 (推

定復元)と柱列 2条、竪穴住居 5棟、溝 9条、土拡11基、柱広群である。また、出土遺物はコン

テナ 2箱分で須恵器・土師器が大半を占める。検出された遺構の主な時代は飛ッ島時代 (7世紀 )

から奈良時代 (8世紀)の掘立柱建物や竪穴住居、溝、土城といった集落遺構が中心で、時代を

隔てて12世紀後葉～13世紀の中世遺構がある。

基本層序

上から表±10～ 40cm、 黄色シル ト5～15cm(遺物包含層 )、 暗褐色±10～ 15cm(遺物包含層 )、

地山 (黄褐色砂礫混土)で ある。調査区の北端から南端まで南北に約180mの距離があるため、

その基本層序は一様ではなく、北調査区においては北部から中央部にかけて遺物包含層は見られ

ず、表土直下が地山面である。また、北調査区南部から南調査区中央部にかけて良好に遺物包含

層が残存 している。調査区は北から南へ向かって地形が緩やかに傾斜 しており、標高は北調査区

ではT,P.22.2～21.4mで、南調査区ではT,P.21.3～ 20.9mで遺構が検出される。全体では比高差

1.3mを測る。
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第56図 総持寺遺跡 周辺調査全体図
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検出遺構 (第 57・ 58図 )

遺構は前述のとおり、掘立柱建物や竪京住居を主とした構成の集落跡が調査区全域に展開する

が、北調査区の北端及び東側においては遺構数が少ない上に検出遺構も浅いものが多数を占める。

遺物包含層の堆積もなく、表土直下が地山面であることから推察すると、削平された可能性が高

とヽ。

竪穴住居は北調査区中央部のみで検出されており、 5棟を数えいずれも平面形は隅丸方形 。長

方形を呈する。竪穴住居 (SA)1及 び 2が長方形で東西方向に長い。長軸方向はSAl～ 3が

N76° Eで主軸を同じにする。SA4は N9° W、 SA5は N62° Eである。規模はSAと が

1(北地区 SK-0+) 3(南地区 SP-96)

_′  /

4(北地区 SP-35)

7(北地区 SP-06)

０

【Щん［四日〕
区ＳＡ．
地

ｈ
〔
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旧
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5(北地区 SA-02)

第59図 総持寺遺跡 出土遺物
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4.0× 2.7m、 SA2が 5。 1× 3.lm、 SA3が 5.3× 5.0～ m、 SA4が 3.6× 2.8m、 SA5が 6.0～ ×

5.8～ mを測 り、SA5が やや大型である。重複関係はいずれの竪友住居も建物跡 (SB)を構成

する柱点に切 られることから建物に先行するようである。検出状況は表土直下のため掘込面は不

明である。埋土は自然堆積で概ね 1層～ 2層の雄積である。A層は暗褐色土主体、B層は暗褐色

土に黄褐色シル トを含む。床面はほぼ平坦でシル ト上面を直接床面とし床構築土は認められない。

SA3の み 4本の支柱穴が認められる。

出土遺物はいずれの竪穴住居からも甕や郭等の須恵器や土師器が出土 しているが、削平され浅

いためか遺物は少ない。時期のわかるものとしてはSA2か ら須恵器高郷脚部 (第59図)や SA

3の須恵器郭身・蓋があり、 7世紀前葉 (T K209)頃 と思われる。また、SA3の 南西隅に隣

接 して土拡 (SKl)が あり、長軸1.8m・ 短軸1.6mの 楕円形を呈 し、深さは0.4mで埋土は 2層

に大別できる。A層は黒褐色上に灰黄褐色シル トを多量に含む。B層は暗褐色土に黄褐色シル ト

を含む。出土遺物は須恵器邪・蓋・身 (第59図 )、 埴輪片等があり、時期は竪丈住居と同時期と

考えられる。

建物跡 (SB)は復元できるもので21棟程度を数えるが、建物の平面形・主軸方向や柱間、柱

の掘方形状及び大きさ、埋土等から概ね最低 8つの建物群に分類でき、時期・時間的な差が考え

られる。

中でも一番古いと考えられるのは S Bllで ある。平面形態は 3間× 2間で主軸はN70° Eであ

る。建物規模は5。 5× 3.lm程で柱の掘方は長軸0.5m、 短軸0.4mで柱痕跡は直径0.2m、 柱の深 さ

は0。 35～ 0.5mを 測る。この建物を構成する柱丈 (SP5)か らは須恵器不蓋が出土 しており、 6

世紀前葉頃のものと見られる。また、 S Bllと 主軸を同じくするSB9も 同時期のものと考えら

れ、 2問 × 1問～で平面規模は4.7× 2.3～ m、 堀方長軸0.7m、 短軸0.6m、 柱痕跡は直径0。 2m、

柱の深 さは0。 35～ 0.5mを 測る。

次に古いと考えられるのはS B13・ 14・ 17で ある。また、SB8も 主軸 N73° Eでこれらに後

続する建物と思われる。この 4つの建物に共通することは主軸がN72° ～73° Eで S B13以外、

南北方向に長い建物であることである。21棟の建物のうち殆どが東西に長い建物 と考えられるこ

とが大きな特徴である。

また、SB8・ 14は総柱建物であることから倉庫としての機能があったと思われる。SB8は

3間× 5間の南北方向に長い総柱建物で西面と南面に庇が付 く。建物規模は5.1～ 8.15mで柱間寸

法は桁行1.63m、 梁行1.72m(一 部中央部の梁行は 2間で2.55mの柱間)を測る。掘方形状は長方

形を呈 し、およそ長軸0.8m、 短軸0。 7m、 柱穴の深 さは0。 14～0.5mを 測る。底面の標高はほぼ同

じで柱痕跡は円形を呈 し、直径0。25mを 測る。庇部分の柱穴は西面の全長が6.5m、 柱間は2.17m、

南面の全長は4。2mで柱間は1.4mを測 り、柱京の大きさが0.3～ 0.5m前後と主屋部分の柱よリー回

り小さい。埋土は柱痕跡が褐色土及び暗褐色土で掘方埋土は橙色シル トに褐色土を合む。出土遺

物は土師器片が出土 したものの古代であるとしか判別できないが、重複関係からSA3よ り新 し

いことが窺え、 7世紀中葉頃の建物跡と推定される。
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S B13は 1間× 3間で規模は ?× 6mで掘方は長軸0,65m、 短軸0.5m程で柱痕跡は直径0。2m、

柱の深さは0。4～0.5mを測る。

SPl～ 3か ら須恵器邦蓋や身、土師器が出上し6世紀末～ 7世紀前葉頃のものとみられる。

S B14も 南北に長い総柱建物と思われ、 2間 × 1間～で、規模は3.8m～ ×1.5m～ を測る。

S B17も 南北に長く2間 × 3問～で規模は 3× 5.3m～ で主軸方向はN17° W(N73° E)であ

る。

また、SBl・ 12と SA5が奇しくも主軸が同じでN62° Eを示す。

さらにSBlと SA5は 15m程の距離で、倉庫と竪文住居の同時性を窺わせる。

SBlは 2間～× 4間の東西方向に長い総柱建物で規模は3.6～ ×5.6m、 柱間は桁行1.4m、 梁

行1.8mを測る。掘方は桁行方向が0,9～ lm、 梁行方向が0.8～ 0.9mを測る。柱穴の深さは中央の

桁行に並ぶ柱は0.18～ 0.22mに対 して、側の桁行の深さは0。34～ 0.46mを測る。柱痕跡は直径0。 23

～0.3mを 測 り、埋土は柱痕跡が黒褐色土に明黄褐色シル トを含み、掘方埋土はにぶい黄褐色土

に黄褐色シル トや灰自色粘土ブロック、灰黄褐色土を含む。出土遺物はない。

S B12は 2間 × 2間～で規模は3.7× 3,7m～ 、掘方は正方形を呈 し共に0。7m程で柱痕跡は直径

0.3m、 柱穴の深 さ0.4～ 0.55mを測る。

SP4か らは須恵器甕、土師器が出土している。SAl～ 3と S B18。 19も 軸方向が同じで、

共に 2問 × 1間～で S B18を 構成するS P121・ 123・ 124か ら土師器が出土している。

他に古代～古代末の建物と思われるグループは主軸方向がN67° Eを示す SB4。 15。 16で、

S B15を 構成するS P144か ら土師器が出土している。

SB2。 10(総柱建物 )・ 21は主軸が真北方向を示すグループで遺物の出土はない。

SB3・ 20は主軸がN85° Wを示 し、SB3を構成するS P54か ら上師器が出上している。ほ

かに柱列 (SC)1や 掘方が lm前後と大きく、主軸がN30° Wを示す SB6・ 7が見受けられ

る。

中世に属するものとしては柱の形状が円形を呈 し、概ね直径0.3m前後の柱水で構成 されるS

B05や SC2が挙げられる。

出土遺物

1～ 6はすべて須恵器である。 1は SKl出 土の邦身で器高2.9～ 3.6m、 口径9。 4cm、 最大径

11.5cmを 波Jる 。

2も lTh身でSA2内 の S P81か ら出土し、器高 (復元)3.5cm、 日径11.9cm、 最大径14cmを測る。

3は S P96出土の邦身で器高3.7cm、 口径 (復元)12.7cmを測る。

4は S P35出上のハソウロ縁である。残存高3.8cm～ 、日径 (復元)16cmを測る。

5は SA2ア ゼから出土 した高不の脚部で 2段 2対の透かしを施すものであるが、上段は内面

まで貫通していない。残存高は8.9～ cmを測る。

6は S B13を 構成するSP3出土の邦身で底部外面は回転ヘラケズリを施 し、「×」のヘラ描き

がされる。器高は3.6cm、 日径13.8cm、 最大径16.7cmを 測る。    
｀
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7は SP6出 上の泥岩製の砥石で、 8は SA4出土の石鏃である。 1・ 2・ 4・ 5は概ね 7世

紀前葉～中葉頃、 6は 6世紀後葉～ 6世紀末頃、 3は 7世紀後半以降と思われる。

まとめ

S Bllを構成するSP5、 及び S B13を構成するSP2,3か ら明らかに 6世紀代の須恵器が

出土 しており、古墳時代後期に属する。これまでの調査ではこの時期の集落構成を示すものは数

棟の竪穴住居とされていたが、堀立柱建物 も新たにその構成に加わる可能性がある。

しかし、現段階では調査の類例を待って慎重に判断をする必要があろう。また、調査区が狭い

ことによる掘立柱建物の平面形や建物に伴 う、時期の判る遺物の出土が少ないことからも復元さ

れた掘立柱建物群は今後も検討を重ねていきたい。

なお、センター調査区及び府教委で検出された竪丈住居とSAl～ 3の時期に関しては 7世紀

前葉～中葉で一致 している。さらに、時期は不明であるがSA5と SBl(総柱建物 )、 SA3と

SB8(大 型庇付建物)と いった竪負住居と掘立柱建物の関係にも留意 したい。

私見ではあるが、 6世紀代から竪束住居以外にも掘立柱建物が存在 し、 7世紀段階では、むし

ろ掘立柱建物 (住居や倉庫)が主流であって、竪穴住居は何 らかの理由で 7世紀中葉まで残った

ものと考えたい。500m程北に位置する総持寺北遺跡でも9世紀後半～10世紀前半と考えられて

いる建物群が約70棟ほど検出されるなど、総持寺遺跡から北へ集落が移動されていったことが指

摘 されている。遺跡の規模・存続期間・建物等の多さや遺跡総面積に対する既往調査面積の割合

等、これまでの調査結果を考え合わせると、古墳時代から古代にかけて、この地域一帯ではかな

り有力な勢力を誇った集団が存在 していたことが容易に想像できる。その集団の有力候補は現在

のところ地名や文献に名のある中臣系の太田連が考えられるが、今後の調査および成果に期待 し

たい。
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